[image: image1.wmf]ここがポイント！労働者派遣と請負の相違点

· 労働者派遣事業とは、派遣元事業主（Ａ社）が自己の雇用する労働者を、派遣先（Ｂ社）の指揮命令を受けて、派遣先(Ｂ社)の労働に従事させることを業として行うことです。

· 請負とは、労働の結果としての仕事の完成を目的とするもの(民法第６３２条)ですが、労働者派遣との違いは、請負には、注文主と労働者との間に指揮命令関係が生じないことにあります。
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労働者派遣
請負契約
　　　　　　契 約
Ａ社(派遣元)
　　　　Ｂ社(派遣先)　　Ａ社(請負業者)　　　　Ｂ社(注文主)

＊注文主と労働者の間

には指揮命令関係なし

　　　　　　　 　

派遣労働者　　　　　　　　　　　　　　労働者
請負と判断されるためには、請負事業主が自己の雇用労働者を直接指揮命令することや注文主から独立して自己の事業として行うことなど、厚生労働省が区分基準を示しています。基準の一定要件を満たさない場合は、労働者派遣として取扱われます。




　　請負人の労働者を注文主が指揮監督すると、労働者派遣法の適用を受け、

　　違法な派遣となります。また、派遣業の許可・届出を行っていない事業者

（無資格者）による法的に認められていない他人への労働者の供給となり

ます。これは職安法で禁止される労働者供給事業となり、派遣元と派遣先

の双方に罰則の適用がありますので十分ご注意ください。
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